
国内講演 

(1) 軸受試験機を用いた DLC(a-C:H:Si)コート ジャーナルとアルミニウム合金すべり軸

受 の組合せにおける焼付き特性と摩擦特性，荻原秀実，岩田拓実，加納眞，千田力，

大石哲也，石井大二郎，及川昌訓，三原雄司，トライボロジー会議 2021 春東京，C26， 

2021 年 5 月． 

(2) 軸受試験機による AE センサを用いた鋼製 クランクジャーナルとアルミニウム合金軸 

受の焼付き現象解析，岩田拓実，荻原秀実，加納眞，石井大二郎，大石哲也，千田力，

及川 昌訓，三原雄司，トライボロジー会議 2021 春東京，C25，2021 年 5 月． 

(3) DLC コートクランクジャーナルの流体潤滑下での低摩擦特性，荻原秀実 ，岩田拓実，

加納眞，及川昌訓，石井大二郎，三原雄司，三田修三，自動車技術会 2021 年春季大会，

"セッション No.53 講演 No.233 文献番号 20215233 p.1～5"，2021 年 5 月． 

(4) クランクジャーナルと軸受間の焼付き現象の解明に関する研究 第一報，岩田拓実，荻

原秀実，石井大二郎，及川昌訓，加納眞，三田修三，三原雄司，自動車技術会 2021 年

春季大会，セッション No.53 講演 No.232 文献番号 20215232  p.1～4，2021 年 5

月． 

(5) クランクジャーナルのしゅう動におけるトライボケミストリ―，加納 眞, 岩田 拓実, 

及川 昌訓, 荻原 秀実, 三原 雄司，トライボロジー会議 2021 秋 松江，A14，2021 年

10 月 

(6) メソスケールの境界潤滑摩擦に及ぼす相互作用の影響について，杉村奈都子,Le Van 

Sang,三原雄司,鷲津仁志，日本物理学会 2021 年秋季大会（物性），2021 年 9 月． 

(7) 粒子法を用いた大規模計算によるメソスケール境界潤滑摩擦へのアプローチについて，

杉村奈都子,Le Van Sang,三原雄司,鷲津仁志，トライボロジー会議 2021 秋 松江，

Vol.91・No5，2021 年 10 月． 

(8) エンジンにおける水素利用技術，及川 昌訓，陸内協 第 21 回技術フォーラム 2021，

3，2021 年 10 月． 

(9) DLC をコーティングしたジャーナルがすべり軸受の耐焼付き性に与える効果，"岩田

拓実，千田力，及川昌訓，石井大二郎，荻原秀実，三原雄司，加納 眞"，第 32 回内燃

機関シンポジウム，17，2021 年 12 月． 

(10) ディーゼル機関の燃料によるオイルの希釈に関する研究 -ピストン各部からのオイル

サンプリング手法と希釈油の性状について-，"中小路遥人，及川昌訓，三原雄司，三田

修三，石井大二郎．山﨑暁，汲成浩"，第 32 回内燃機関シンポジウム，20，2021 年 12

月． 

(11) 筒内直噴ニアゼロエミッション水素エンジンの高圧縮比化による熱効率向上の効果，"

吉間達郎，茂木優樹，堀口真実，小川裕也，及川昌訓，高木靖雄，三原雄司"，第 32 回

内燃機関シンポジウム，23，2021 年 12 月． 

 



(12) 筒内直噴ニアゼロエミッション水素エンジンの高圧縮比化に伴う筒内気柱振動発生の

特性，"茂木優樹，吉間達郎，堀口真実，小川裕也，及川昌訓，高木靖雄，三原雄司"，

第 32 回内燃機関シンポジウム，24，2021 年 12 月． 

(13) 東京都市大学における内燃機関研究の取り組み ―水素エンジン研究、摩擦・損失・焼

付きリスク低減研究及び 物理蒸着法による薄膜を応用した熱流束分布や圧力分布の

計測法の紹介―，三原雄司，自動車技術会 ガス燃料エンジン部門委員会，第 5 回 ガ

ス燃料エンジン部門委員会（『水素関連の技術，研究に関して』 ），2021 年 12 月． 

(14) 東京都市大学における直噴水素エンジンの研究紹介，及川 昌訓，自動車技術会 ガス燃

料エンジン部門委員会，第 5 回 ガス燃料エンジン部門委員会（『水素関連の技術，研

究に関して』 ），2021 年 12 月． 

(15) 過濃混合気塊点火燃焼による筒内直噴水素エンジンの研究開発，及川 昌訓，（公社）自

動車技術会 ディーゼル機関部門委員会 No.17-21 シンポジウム「ディーゼルエンジ

ンの現在・未来」，6，2022 年 1 月． 

(16) ポスト噴射時期とピストンリング合口位置の違いがディーゼル機関のピストンリング

周りのオイル希釈率に与える影響，山﨑 暁，弘瀬 裕也，汲 成浩，中小路 遥人，及川 

昌訓，石井 大二郎，三原 雄司，三田 修三，自動車技術会関東支部学術研究講演会講

演予稿集(CD)，No.H2-1_081，2022 年 3 月． 

(17) ディーゼル噴霧火炎の衝突壁面における熱流束分析計測，岡本誠之、柳澤亮輔、金明来、

小久保祐樹、石井大二郎、三原雄司、河合裕太、趙賢、堀部直人、川那辺洋、石山拓二，

自動車技術会関東支部学術研究講演会講演予稿集(CD)，No.H2-1_080，2022 年 3 月． 

(18) フォトクロミズム可視化手法及び直接サンプリング手法を用いたポスト噴射によるピ

ストンリング周りの燃料挙動観察とオイル希釈率測定，"弘瀬 裕也，山﨑 暁,，汲 成

浩，中小路 遥人，及川 昌訓，石井 大二郎，三原 雄司，三田 修三，井上 直樹，伊藤 

夕人，畔津 昭彦, 高橋 俊, 落合 成行,  "，自動車技術会関東支部学術研究講演会講演

予稿集(CD)，No.H2-1_079，2022 年 3 月． 

(19) 分散分析を用いた筒内直噴水素エンジン機関性能の評価，小川 裕也, 堀口 真実, 茂木

優樹, 吉間達郎, 及川昌訓, 高木 靖雄, 三原 雄司，自動車技術会関東支部学術研究講

演会講演予稿集(CD)，No.H2-1_078，2022 年 3 月． 

(20) エンジン運転条件及びピストン仕様に対する潤滑油消費量の傾向とメカニズム解明に

向けた実験検証，"白井 仁,  高橋 健太,  永島 拓海, 及川 昌訓, 石井 大二郎,  三原 

雄司, 三田 修三"，自動車技術会関東支部学術研究講演会講演予稿集(CD)，No.H2-

1_077，2022 年 3 月． 

(21) 内燃機関の摺動面及び燃焼室壁面への薄膜センサ技術の応用 ～圧力、距離、温度およ

び熱流束等の計測事例～，三原雄司，一般社団法人日本機械学会 エンジンシステム部

門，流体工学部門，往復動内燃機関の研究開発に関わる計測と診断技術およびシミュレ

ーション技術に関する講習会，2022 年 3 月． 



投稿論文 

(1) エンジントライボロジーと DLC，三原雄司，金属，2021 年 5 月． 

(2) "自動車エンジンのトライボロジーに関する最近の研究・開発動向"，三原雄司，月刊ト

ライボロジー，No.405 p.12-17，2021 年 5 月． 

(3) The effects of DLC-coated Journal on Improving Seizure Limit and Reducing Friction 

under Engine Oil Lubrication，Hidemi Ogihara, Takumi Iwata, Yuji Mihara, Makoto 

Kano，International Journal of Engine Research，1012934，2021 年 4 月． 

(4) Excellent seizure and friction properties achieved with a combination of an a-C:H:Si 

DLC-coated journal and an aluminum aloy plain bearing，Takumi Iwata, Masakuni 

Oikawa, Riki Chida, Daijiro Ishii, Hidemi Ogihara, Yuji Mihara, Makoto Kano，"coatings 

Special Issue: Tribology and Mechanical Behavior of Amorphous Carbon Coatings"，

11(9), 1055，2021 年 8 月． 

(5) Effect of supercharging on improving thermal efficiency and modifying combustion 

characteristics in lean-burn direct-injection near-zero-emission hydrogen engines，

Masakuni Oikawa, Yoshihisa Kojiya, Ryota Sato, Keisuke Goma, Yasuo Takagi, Yuji 

Mihara,，International Journal of Hydrogen Energy, Vol47,Issue2,January, 2022, Elsevier, 

pp1319-1327，2022 年 1 月． 

(6) "内燃機関のトライボロジーに関する最近の研究開発動向"，三原雄司，潤滑経済，2022

年 2 月号 No.683 p,2-11，2022 年 2 月． 

(7) "水素を燃料とした内燃機関に関する研究・開発動向─ 発電用途などに対するガスタ

ービン・レシプロ機関への取組み─"，三原雄司, 及川昌訓，月刊トライボロジー，

No.414  p.48-53，2022 年 2 月． 

(8) "レポート：第 32 回内燃機関シンポジウム―中島飛行機発祥の地でエンジンの原点を

考えようー潤滑・トライボロジー（1）（2）"，三原雄司，JSAE エンジンレビュー，Vol.12 

No.1，2022 年 2 月． 

(9) 内燃機関の摺動面及び燃焼室壁面への薄膜センサ技術の応用 ～圧力、距離、温度およ

び熱流束等の計測事例～，三原雄司，一般社団法人日本機械学会 エンジンシステム部

門，流体工学部門，往復動内燃機関の研究開発に関わる計測と診断技術およびシミュレ

ーション技術に関する講習会，2022 年 3 月． 


